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③ 
教義をたかめ楽しく生活できる平和な町にいたしましょう。(町民窓章より)

みんなで楽しく コーラス /
悦 娘22か なうるおいに満ち た明

るい子どもを育てるため、みんな

で音楽する心をもとうーと、 7 ミ

ーコーラスが誕生して 3年。 9月

28日町民センタ ーて'今小校舎落成

を記念してr;ol囲内 7 ミーコーラ

スコンサー卜が!l;.Jかれました。

29名のおかあさんたちの二 部 合

唱や特別出演の光の虫学凶生町歌

声は、和やかな，し、町触れ作いから

す'jCら しし、!¥!¥正仰をあたえてくれ ま

した。(写真は回生と7 ミーコーラス)
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ど議会の動ヂ

第 3固定

例町議会

般
会
計

一
千
八
百
万
円
を
追
加

第
三
固
定
例
町
沼

会
は
九
月
十
七
日
間

か
れ
、
制
正
予
算
、
教
育
委
員
会

香
凸
の
任
命
な
ど
滋
栄
七
件
を
審

議
し
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可

決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
問
利
回
十

八
今
度

一
般
会
計
な
ど
六
件
の
決

算
総
定
は
、
決
算
特
別
委
只
会
に

付
託
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
議
会
で
決
ま

っ
た
お
も
な

こ
と
は
次
の
と
お
り
で
す
。

刷111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111

。

一
般
会
計
補
正
予
算

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
二
千
八
百
三
十

四
万
六
千
円
が
追
加
さ
れ
、
予
算
総
額

は
十

一
低
六
千
三
百
十
九
万
九
千
円
に

な
り
ま
し
た
。

火

災

! 交通事故死ゼロ I

追
加
の
お
も
主
も
の
は
、
土
地
附
発

公
社
へ
総
出
金
子
凶
百
十
一万
八
千
円
、

日
進
酌
農
研
修
セ
ン
タ
ー
建
設
工
耶
費

千
十

一
万
四
千
円
、
同
術
品
購
λ
費
六

十
一
万
六
千
円
、
無
点
灯
宰
屯
気
導
入

事
業
負
担
金
二
百
六
十

一
万
二
千
円
、

乳
質
改
善
ユ
ニ

y
ト
ク
l
ラ

ー
導
入
事
業
補
助
金
百
九
十

九
万
四
千
円
、
重
度
心
身
障

害
者
医
療
費
百
六
十
三
万
三

千
円
、
公
首
住
宅
修
締
料
五

十
万
円
、
神
丘
小
今
中
教

育
研
究
指
定
校
交
付
金
五
十

万
円
、
住
吉
、
中
皐
老
人
ク

ラ
ブ
新
技
術
品
購
入
賞
四
十

万
円
、
今
金
幼
稚
園
術
品
勝

人
質
三
十
七
万
九
千
円
、
今

金
町
農
民
連
盟
交
付
金
三
十

はる
六今東
百金洋 }
頭高一 I

の原の
牛様ザ
が範イ
放牧口
牧場が
中にあ

'" 

の

多

い

季

節

暖
房
器
具
の
点
検
を

5 0 0日を 記録

万
円
、
大
原
線
防
雪
棚
設
置
工
事
二
十

八
万
七
千
円
、
中
央
線
路
盤
改
良
排
水

工
事
国
十
二
万
円
、
町
民
セ
ン
タ
ー
高

圧
気
中
間
閉
器
取
付
工
事
二
十
壬
万
六

千
円
、
白
石
地
区
内
M

免
農
道
地
質
制
査

委
託
料
二
十
万
円
な
ど
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
中
単
橋
保
換
工
郁
六
百
二

十
八
万
円
、
イ
マ
ヌ
エ
ル
線
凍
宮
市
古
防

止
工
事
二
百
七
十
万
八
千
円
、
畑
の
沢

林
道
開
設
工
事
外
六
十
万
円
、
北
海
道

災
害
防
止
対
策

を
万
全
に

定
例
町
議
会
で
町
政
に
対
し
て
三
議

員
か
』
勺

一
一
般
民
聞
が
あ
り
、
町
長
が
回

答
し
ま
し
た
。

お
も
な
内
容
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

O
明
年
度
の
予
算
編
成
の
見
通
し
は
日

激
動
す
る
社
会
情
勢
の
中
で
、
五
十
年

度
は
今
年
度
以
上
に
財
政
巡
岱
聞
に
は

万
全
の
努
力
を
傾
注
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
る
。
背
し
い
財
政
上
か
ら

経
費
の
節
約
は
も
ち
ろ
ん
、
町
自
体
と

し
で
も
積
極
的
に
国
に
呼
応
し
て
住
民

に
対
す
る
超
過
負
担
を
か
け
な
い
よ
う

配
慮
し
た
い
。
福
祉
を
充
実
す
る
施
策

に
つ
い
て
も
積
極
的
に
推
進
し
た
い
。

ま
ま
持
ち
理
ひ
を
し
な
い
。
ま
た
、

給
油
す
る
と
き
は

一
旦
火
を
消
し
て

か
ら
に
す
る
。

マ
石
油
ス
ト
ー
ブ
の
燃
料
タ
ン
ク
は
、

ス
ト
プ
か
ら
二
訂
以
上
離
す
。

/
消
防
庁
舎
落
成

に
自
動
車
を
寄
贈

H

新
し
い
町
の
防
災
セ
ン
タ

H

消

防
庁
舎
が
九
月
十
六
日
完
成
。
落
成
を

記
念
し
て
施
設
の
充
実
に
役
立
て
く
だ

さ
い
と
次
の
各
氏
か
ら
普
意
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

(
敬
称
略
)

マ
連
絡
用
自
動
車
U
女
鹿
儀
八
(本
町
)

マ
サ
イ
レ
ン
自
動
吹
鳴
器
H

森
田
ポ
ン

プ
株
式
会
社
(
札
幌
)
守
時
計
U

稲
垣

保
一
(
昭
和
町
)
、
岩
間
山
弗
(栄
町
)

明
治
乳
業
株
式
会
社
今
金
工
地

地
域
医
療
確
保
奨
励
事
業
負
担
金
五
十

万
円
な
ど
が
減
額
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
歳
入
は
、
地
方
交
付
税

二
千
百
五
十
九
万
五
千
円
、
町
税
七
百

五
十
一
万
七
千
円
な
ど
が
見
込
ま
れ
、

国
庫
支
出
金
六
百
四
十
五
万
二
千
円
が

減
額
さ
れ
ま
し
た
。

。
今
金
簡
易
水
道
会
計
補
正
予
算

維
持
管
理
費
や
給
水
工
事
費
に
九
十

四
万
七
千
円
が
追
加
さ
れ
、
予
算
総
額

は
二
千
百
二
十
万
二
千
円
に
な
り
ま
し

た
。

。
種
川
簡
易
水
道
会
計
補
正
予
算

積
立
金
な
ど
六
十
七
万

-
千
円
が
追

加
さ
れ
、
予
算
総
額
は
二
百
五
十
六
万

八
千
円
に
な
り
ま
し
た
。

。
国
一
保
病
院
の
運
営
問
題
な
ど
を
協
蝕

す
る
に
は
国
民
健
康
保
険
条
例
の
改
E

が
必
要
で
な
い
が
H

本
来
協
議
す
べ
き

問
題
の
ほ
か
に
国
保
病
院
の
迎
訟
な
ど

を
検
討
す
る
渇
告
は
、
国
保
運
営
協
議

会
と
は
別
に
考
慮
し
、
現
在
の
条
例
は

改
正
し
な
い
。

八
〉
保
健
所
裏
山
の
土
砂
流
出
防
止
に
つ

い
て

t
八
月
末
の
集
中
豪
雨
に
よ
り
大

量
的
土
砂
が
流
出
し
た
こ
と
は
遺
憾
で

あ
る
。
地
主
に
対
策
を
嬰
望
し
て
い
る

が
早
忽
に
協
織
し
て
万
全
を
則
し
た
い
。

〈
〉
災
害
時
に
お
け
る
遊
雛
場
所
の
指
定

は
H
H
町
内
各
小
中
学
校
、
会
館
な
ど
を

指
定
し
て
あ
る
が
、
災
害
時
に
町
民
が

安
心
し
て
避
難
で
き
る
よ
う
周
知
徹
底

し
た
い
。

。
花
石
簡
易
水
道
会
計
補
正
予
算

維
持
管
理
費
な
ど
十
七
万
七
千
円
が

追
加
さ
れ
、
予
算
総
額
は
百
四
十
八
万

八
千
円
に
な
り
ま
し
た
。

。
国
民
健
康
保
険
会
計
施
鼓
勘
定
補
正

予
算

医
業
費
用
主
ど
二
千
三
十

一
万
円
が

追
加
さ
れ
、
予
算
総
額
は
二
億
八
千
二

万
六
千
円
に
な
り
ま
し
た
。

。
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

任
期
満
了
に
伴
い
伊
藤

一
治
氏

(関

歳

-
金
原
)
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

。
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の

選
任

任
則
満
了
に
伴
い
伊
藤
文
吉
氏

(臼

蔵

金
原
)
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

( 2) 

〈
〉
町
有
建
物
の
建
設
時
に
お
け
る
水
害

防
止
対
策
は
H
U
団
地
造
成
時
に
傾
斜
度

な
ど
検
討
し
て
い
る
が
配
水
の
落
差
に

よ
り
流
れ
が
悪
く
な
る
。
浸
水
す
る
個

所
に
つ
い
て
は
大
き
い

U
字
管
を
入
れ

側
部
を
控
備
す
る
。

。
生
活
改
善
の
推
進
に
つ
い
て
H
秋
祭

り
統

一
な
ど
は
賛
否
両
論
が
あ
り
行
政

上
介
入
す
べ
き
で
な
い
。
住
民
活
動
に

つ
い
て
は
町
民
の
共
感
を
得
な
が
ら
充

分
な
度
合
い
を
考
え
助
言
し
た
い
。

。
市
街
地
の
環
境
重
備
に
つ
い
て

1
排

水
の
悪
い
地
区
は
早
急
に
改
普
す
る
。

下
ホ
道
事
業
は
住
民
の
負
担
が
と
も
な

う
の
で
充
分
検
討
す
る
。
大
廃
棄
物
の

処
理
場
は
‘
八
東
地
区
の
和
田
宅
地
先

に
定
め
実
施
し
て
い
る
。

身
近
か
な
貯
帯
の
手
段
と
さ
れ
て
住
宅
、
病
院
、
学
校
の
挫
段
、
農
林

い
る
郵
便
貯
金
は
、
つ
も
り
つ
も
っ
漁
業
へ
の
融
資
な
ど
に
運
用
さ
れ
、

て
十
七
兆
円
と
い
う
大
き
な
傾
に
な
住
み
よ
い
社
会
を
つ
く
る
た
め
に
た

ろ

う

と

し

て

い

ま

す

。

い

へ

ん

役

だ

っ

て

い

ま

す

。

郵

便

貯

金

は

、

一

一

郵

便

局

で

は

、

有

利

安

全

便

一

任

み

よ

い

社

会

づ

く

り

一
郵
便
貯
金
が
大
き

利

と

三

拍

子

そ

こ

に

役

だ

っ

郵

便

貯

金

一

主
役
割
を
果
た
し

っ
て
お
り
、
み
な

一

一

て
い
る
こ
と
を
お

さ
ん
の
経
済
生
活
の
安
定
と
財
産
づ
知
ら
せ
す
る
た
め
「
郵
便
貯
金
奨
励

く
り
の
手
助
け
を
す
る
ば
か
り
で
な
迎
動
」
を
全
国
で
行
っ
て

ド
ま
す
。

〈
、
国
の
財
政
投
融
資
の
大
き
な
資
み
主
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
支
緩
を

日
金
と
し
て
、

く
ら
し
に
関
係
の
深
い
お
願
い
し
ま
す
。
(
町
内
各
郵
便
局
)

亀

Z-
八
十
歳
以
上
の
お

年
寄
り
に
記
念
品

長
舟
を
祝
い
励
ま
そ
う
と
、
敬
老

の
自
の
九
月
十
五
日
、
数
え
年
八
十
蔵

以
上
の
台
年
寄
り
を
対
皐
に
町
長
か
ら

記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

一一目

最
年
長
の
凶
シ
マ
さ
ん
(
凹

代

九

十
五
放
写
真
)
を
は
じ
め
八
十
八
歳

以
上
の
二
十
二
人
に
は
坐
椅
子
、
八
十

蔵
以
上
の
百
三
十
人
に
は
花
び
ん
の
古

物
が
贈
ら
れ
大
事
び
で
し
た
。

訪
問
し
た
お
年
寄
り
は
次
の
と
お
り

で
す
。

(
敬
称
略

・
年
齢
順
)

西
シ
マ
(
団
代
)
蓑
島
勝
四
郎
(
日

進
)
永
井
豊
次
郎
(
本
町
)
形
部
ワ
サ

(
鈴
岡
)
松
本
馬
次
郎
(
日
進
)
日
下

ち
さ
と

(御
影
)
白
田
キ
セ
(昭
和
町
)

竹
内
ム
ラ

(八
束
)
広
田
熊
太
郎

(美

利
河
)
松
本
な
り

(末
広
町
)
村
端
ち

え
(
花
石
)
本
田
消
吉

(大
和
町
)
水

野
な
よ

(金
原
)
丸
山
ミ
フ
(
寒
拘
)

渡
部
ク
マ

(額
川
)
大
平
か
な
え

(鈴

金
)
千
禁
り
の
(
稲
槌
)
藤
倉
久
左
エ

門

(稲
穂
)
山
北
彦
十
郎

(末
広
町
)

菅
野
ト
メ

(極
川
)
今
野
キ
ク
(
花
石
)

丸
山
ト
ヨ

(神
長
)

( 3 ) 

『
生
活
の
一
部
に
し
よ
う
火
の
点
検
」

行
し
て
く
だ
さ
い
ロ

を
ス
ロ
ガ
・
ン
に
、
十
月
十
五
日
か
ら
マ
ス
ト
ー
ブ
や
煙
突
を
取
付
け
る
と
き

三
十

一
日
ま
で
、
秋
の
全
道
火
災
予
防
は
、
故
障
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
破
損

巡
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
た
と
こ
ろ
が
な
い
か
を
あ
ら
か
じ

皆
さ
ん
、
暖
房
器
具
の
点
検
は
終
り
め
確
認
し
、
欠
陥
の
あ
る
も
の
は
完

ま
し
た
か
。
毎
年
こ
の
時
期
か
ら
火
災
全
な
も
の
と
交
換
す
る
。

が
急
テ
ノ
ポ
で
発
生
し
ま
す
。
火
災
の
マ
石
油
ス
ト
ー
ブ
の
分
解
掃
除
は
、
熱

お
も
な
原
因
は
石
油
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の

練
者
に
頼
む
。

取
扱
い
不
注
意
に
よ
る
も
の
が
最
も
多
マ
ス
ト
ー
ブ
は
、
皆
、
天
刑
や
周
囲
の

く
、
次
に
タ
パ
コ
、

火
あ
そ
び
の
削
で
、
可
燃
物
か
ら
六
十
占
以
上
離
し
て
据

沿
近
で
は
、
特
に
プ
ロ
パ
ン
に
よ
る
事
え
付
け
、
不
燃
材
料
で
造
っ
と
台
上

故
も
め
だ

っ
て
い
ま
す
。

に
世
く
。
ま
た
、
煙
突
は
鐙
や
天
井

寺
金
消
防
団
で
は
、
連
動
期
間
中
、
な
ど
か
ら
三
十
占
以
上
雌
す
。

一
般
家
庭
の
防
火
査
察
を
実
施
し
ま
す
。
マ
煙
筒
を
墜
に
過
す
と
き
は
、
必
ず
壁

火
災
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
、
み
な
の
厚
さ
以
上
の
メ
ガ
ネ
石
を
入
れ
る
。

さ
ん
の
家
庭
で
は
ぜ
ひ
次
の
こ
と
を
実

マ
移
動
式
ス
ト
ー
ブ
は
、
火
が
つ
い
た

本
道
の
交
通
事
故
口
五
百
日
を
記
録
し
て
い
ま
す
。

す
。
例
年
の
こ
と
で
す
が
、
狩
猟
期
間

死
J

ニ
百
七
十
七
入
H

ま
た
、
秋
の
交
通
安
全
運
動
期
間
中
中
を
は
じ
め
、
狩
猟
期
間
が
終
っ
て
か

寸
四
年
連
続
全
国
ご
は
、

町
交
通
安
全
指
導
員
の
熱
心
な
呼
ら
で
も
痛
ま
し
い
事
件
や
事
故
が
発
生

の
汚
名
返
上
の
願
い
び
か
け
と
町
民
ひ
と
り
ひ
と
り
の
自
覚
し
て
い
ま
す
。

も
最
悪
の
事
態
に
な
が

一
体
と
な

っ
た
結
果
「
無
事
故
」
で
事
故
を
お
こ
さ
な
い
た
め
に
、
次
の

ろ
う
と
し
て
い
ま
ヲ
。
終
了
し
ま
し
た
。

こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

幸
い
本
町
に
お
い
こ
れ
ら
の
記
録
が
一
日
で
も
伸
び
る
守
携
帯
す
る
と
き
は
、
安
全
装
置
を
し

て
は
昨
年
六
月
十
ょ
う
み
ん
な
で
注
意
し
あ
い
交
通
の
き

っ
か
り
し
て
お
お
い
を
す
る
。

六

日

住

吉

の

国

道

で

ま
り
を
正
し
く
守
り
た
い
も
の
で
す
。

マ
人
や
家
畜
の
近
く
で
発
射
し
な
い
。

五
歳
の
坊
や
が
ト
ラ

猟

銃

事

故

を

な

く

そ

う

マ
銃
を
使
用

取
扱
い

の
と
き
は
、
細

γ
ク

に

は

ね

ら

れ

て

こ

と
し
も
狩
叫
酬
の
ン
!
ズ
ン
が
訪
れ
か
い
注
意
を
は
ら
い
、
自
分
は
も
ち

死
亡
し
て
か
ら
十
月

北
海
道
で
は
、
十
月
一
日
か
ら
二
月
十
ろ
ん
他
人
に
も
備
を
つ
け
な
い
よ
う

三
十
日
で
、
死
亡
ゼ
五
固
ま
で
狩
猟
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
ま
わ
り
の
安
全
を
確
か
め
る
。



48年度のおもな事業
(単位万円)

:町長センター建設 9，506 : 

i今金小学校改築 8，707 

:中央線街路事業 7，362 

1 下金原稿梨tl 3，878 : 

珂11の沢林道開設 2，657 : 

公話住宅建設 2，543 : 

:It!!斜活路整備 2，142 : 

i濁川崎架替 1，886 

;上樋川道路改良 1， 873 : 

神丘、八束簡易給水盤術 1，380 : 

l 林業柿造改善 事業補助 1，282 : 

1消防庁舎建設 1，120 

1 町 有林造成 921 

地事Jj制査 916 : 

豊田生活館建設 898 : 

幼稚園口収 800 : 

:白石山免農道盤的~ 480 : 

i神丘へ骨地教員住宅建設 382 

iスクールノ〈ス日露入 317 

:納簿施設建設補助 300 : 

.町民1人当りの決算は

:一 般会計 115，652円

町税負担 10，186円

土木質 24，226円

i農林水産業費 22，858円

I 教育 '1'1 19，631円

民生貨 16，276円

(4 ) 

町
は
、
第
三
固
定
例
町
政

会
で
昭
和
四
十
八
年
度
の
一

般
会
計
を
は
じ
め
五
特
別
会

計
の
決
算
認
定
を
求
め
ま
し

た
。現

在
、
決
算
特
別
委
員
会

に
付
託
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
お
も
な
内
等
を
グ
ラ
フ

と
表
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

会計別 区分 出 ~， 額 銭高nの 措 置

車入 1，198.942，269 翌年度へ繰，れE越刷

一 般会計 輩出 1，182，077，538 
8，264，731 

基金融入
暁!li 16，8刷，731 8，6回，0田

国1~， 'J'草
草人 186，136，4剖 翌年度へ繰回12 

品目; 184，9剖，0日
512，434 

勘 J 疋
基金繰入れ

残制 1， 212， 4剖 7∞，0回
トー

r子
国慌施設

証人 303，282，108 
盟余金年度と末処分利益剰

勘 定
輩出 283.318，742 して繰越

残留l 19，963.366 19，963，3師

別 藍入 10，792.912 翌年度へ雌魁
今金簡易

輩出 10，523，413 l国，499

水道会計 残 額 2回，499
基金融入れ

合
135，0曲

祖川簡易
車入 2，779.970 
輩出 2，181，198 盟年度へ馳魁

.n 水道合計 残額 598，772 
598，772 

花石商品
>Il人 33，4団，686

盟'I'-IJ!へ雌越
説 IH お，278.591

水道会計 残留l 178，0田
178，095 

車入 1，735，3咽，435 翌年度へ繰越

合 ~t 輩出 1，696，3田，538 基金繰2入9，れ日1，897

残額 39，0田，897 人9，435，0帥

円)(11¥位

昭和48年度一般会計

歳出決算性質別比較図

官，，-

投資的経費に 5億 7千万円

土木費21%、農林水産業費20%

昭和48年度会計別決算額

の町のョ

12，560，517m 

46，251m 

25，690m 

2，552千円

19台(式)

28，995千円

3. 31現在)
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現

地
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48年度、
町税(1億4千万円)

地方吏付税で42%
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507，819千円 (42.3%)
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一般会計の予算執行状況

〈歳出 〉

額 h志，1前六石五石円

貨「 22，高石τ日石旦日

貨〕竺笠立L日 2豆己
決ヒ亙亙f-PI( 74.8(M-f-fIl口

俊 | 7お千円{ “千円) 1 

俊 ] 羽 η1千円 (17，3初予円) 1 

農休水産業貸しーと見 179-T-円(紛間千円) ¥ 

凪聞千円( 14，7初予円)1 

4月から始まった昭和49年度も約半年が過ぎました。

町民のみな さんに、町の台所がYのように寄っているかを知

っていただ くため、今年度の一般会計予算執行状況をお知らせ

します。

180.316千円 (66，819千円}

91，700千円{ 花 571千円)

14)，711千円 (65，f四千円)

6.942.:f門)

61.151千円( 28，616千円)

としの町の財政省月3望)

外は予算製轍

内"収入、支引F高額

Eこここコu執行車

凪 674千円 (

反~千 111

Z宅

際

111 

2を

災害復旧焚

g警

'者

税の区分 調定額 収入済額 収入率

千円 千円 % 
阿I 民 果話 52，676 33，533 63.7 

固定資産税 35，240 21，305 60.5 

野52号室話器 8，022 4，735 59，0 

軽自動車税 1，906 1，766 92. 7 

たばこil'i費税 7，286 7，286 1∞， 0 

電気ガス税 2，921 2，921 100.0 

木材引取税 135 

持別土地保有税， 17，322 17，322 100.0 

官十 88，868 70.8 

A 
ぉ

働

筋

ff 

務

生

生

工

木

'" 
偏

昭和49年度町税の収入状況
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総
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土

昭和49年度

入 }

l，1凪四千円(凪拙千百1総

!13，却千円(凪醐千円) |町

竺竺豆斗地方 '賞与鋭

豆14.:rfIl)I ~叫F咋
闘 車千円 I4よil(高司 地 方交付従

f-f11 間prrz
出史斗 宮川且金 負幽

la醐千円 I1日存百円削桝 刊料

1風 246千円(見出ト千円}|国雌支出会

LJ日笠旦とと翌翌斗道支出金

1 4，掛千円 I 2， 1軒問|財穫収入

「ーヲ百 可一一一一寸 事

| 且 4日刊j |繰

1 a拍子1I1( 8，2肝円}l鍬

| 且四千円 I12師寺町 1"

L一竺竺工!工一 ー一←J"

飢

税

金

傘

金

人

側

組
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{歳

8，4∞刊"I 

11，宇∞ '-J'J¥ 

2，391-HJ { 

!.OOOf-f11 

(5 ) 



近代校舎の今金小完成

施設充実に多くの善意

..句'$

らせおし

4 

ち
え
遅
れ
の
方
に

H

療
育
手
帳
H

税
控
除
、

身
体
障
害
者
に
は
、
従
来
か
ら
、
身

体
障
害
者
手
帳
と
い
う
も
の
が
あ
り
、

い
ろ
い
ろ
な
恩
典
を
畳
け
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
が
、
精
神
薄
弱
者
に
は
こ
の

よ
う
な
手
帳
が
な
か

っ
た
た
め
、
ご
家

族
の
方
々
や
多
く
の
関
係
者
か
ら
手
帳

交
付
の
強
い
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。
道

で
は
、
こ
の
よ
う
な
要
望
に
こ
た
え
る

意
味
で
、
本
年
度
か
ら
、
知
恵
遅
れ
の

方
々
に
「
療
育
手
帳
」
を
交
付
す
る
と

同
時
に
、

国
鉄
運
賃
の
助
成
制
度
を
設

け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

〈
手
帳
の
交
付
を
受
け
る
に
は
}

療
育
手
帳
は
、
児
童
相
談
所
ま
た
は

看
護
学
生
を
募
集

し
て
い
ま
す

女
性
の
知
性
と
霊
情
を
将
来
自
分
の

仕
事
の
中
に
託
せ
る
こ
と
は
司
い
こ
と

で
す
。社

会
の
人
々
か
ら
温
か
く
迎
え
ら
れ

尊
敬
さ
れ
る
職
業
の
中
に
看
護
姉
さ
ん

の
仕
事
が
あ
り
ま
す
が
、
全
国
的
に
非

常
に
不
足
し
て
い
ま
す
。

道
立
江
差
准
看
護
学
院
で
は
、
毎
年

看
護
の
道
を
志
す
方
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
修
業
年
限
二
年
で
、
知
事
試
験
に

合
格
す
れ
ば
准
看
護
婦
と
し
て
医
療
機

リーダーを先頭に安全な登山

初登頂にご満悦の美利河中の生徒たち

白
献
に
親
し
み
体
力
を
つ
く
ろ
う
と
九
月
二
十
九
日
町
民

登
山
大
会
が
今
金
山
岳
会
員
の
案
内
で
カ
ニ
カ
ン
岳
(
九
八

0

・
七
灯
)
に
登
り
ま
し
た
。

参
加
者
凶
十
三
名
の
う
ち
、
美
利
河
中
の
元
気
ヰ
生
徒
や
女

子
が
半
数
で
初
心
者
ば
か
り
で
し
た
が
約
三
時
間
で
頂
上
へ
。

登
山
口
か
ら

一
キ
ロ
と
頂
上
近
く
の
一

J
が
急
こ
う
ぱ
い
の
坂
道

で
す
が
中
間
は
な
だ
ら
か
な
尾
恨
道
で
砂
金
保
取
跡
や
金
鉱
の

穴
な
と
を
見
な
が
ら
の
格
好
の
ハ
イ
キ
ノ
グ
コ
ー
ス
。

ヤ
y

コ
ラ
l
ド
y

コ
イ
と
か
け
声
軽
や
か
に
初
登
頂
し
た
一

同
は
、
奥
尻
狩
場
や
羊
蹄
山
の
美
し
い
山
並
を
見
渡
せ
る
頂

上
で
対
観
を
楽
し
み
登
山
の
す
ば
ら
し
さ
を
満
喫
し
ま
し
た
。

ミみんなで税を考えよフミ

税を知る週間一一-

11月1111(円)から lHI(11)まてい

税務署では、皆椛が自ら進んで

適正な申告と納税をされることを

開WJ'し、課税の公平を原則と Lて

仕事を進めています。

特にこの週間中は、税j!jljや税務

行政の迫lf首面及び税務岩出仕事の

内容と納税の意義なとについて、

一般の方によく知っていただくた

めに、税の相談目 、租税教室など

を実施していますのでお気軽に利

用ください。(八雲税務署n

-児童手当が増額されます。

18歳までの児童を 3人以上長育

している家庭で、 3人自の児童一

人につき月前i3千円(10月から 4

千円)の児童手当が支給されま寸。

児主手当を受給される方でまだ手

続きをされて いない方は、至急役

場福祉係に届け出てくだ さい。 国
鉄
割
引
に
利
用

精
神
薄
弱
者
更
生
相
談
所
で
、
知
恵
遅

れ
で
あ
る
と
判
定
さ
れ
た
方
に
交
付
さ

れ
ま
す
。

療
育
手
帳
の
交
付
手
続
き
は
、
保
護

者
が
、
役
場
福
祉
課
の
窓
口
へ
所
定
の

申
請
書
を
出
し
て
頂
く
だ
け
の
簡
単
な

手
続
き
で
、

申
請
後
、
お
お
む
ね
一
カ

月
程
度
で
お
渡
し
で
き
ま
す
。

〈手
帳
の
利
用
方
法
は
V

療
育
手
帳
の
利
用
方
法
と
し
て
は
、

次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

女
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
受
給
資
格
の

認
定
ま
た
は
廃
疾
に
係
る
再
判
定
の
た

め
に
必
要
と
さ
れ
る
診
断
舎
の
拠
出
は

関
に
勤
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た

本
人
の
希
望
に
よ
り
卒
業
後
高
等
看
諮

学
院
な
ど
の
上
級
学
校
に
進
む
道
も
あ

nJ会芯
J

，。

修
学
期
間
中
は
、
全
寮
制
で
看
護
専

科
の
ほ
か
に
「
茶
道
」
「
華
道
」
な
ど

の
教
養
締
座
も
設
け
ら
れ
て
お
り
恵
ま

れ
た
環
境
の
中
で
修
学
で
き
ま
す
。

入
学
者
に
は
、
北
海
道
の
修
学
資
金

(月
額
七
千
円
)
の
ほ
か
に
看
護
衣
な

ど
も
支
給
さ
れ
、
授
業
料
は
不
安
で
す
。

ま
た
、
町
の
奨
学
金
(
月
額
一
万
円
以

内
)
の
貸
付
け
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
の
で
、
詳
し
い
こ
と
は
町
国
保
病

一 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

し

ょヶ4ι
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舎と〉

昭
和
四
十
四
年
十
月
か
ら
五
カ
年
計
画
で
改
築
が
進

め
ら
れ
て
い
た
今
金
小
は
、
総
工
費
二
億
八
千
五
百
万

円
で
完
成
、
九
月
一
一十
五
日
盛
大
に
落
成
式
と
祝
賀
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

自
然
の
山
を
背
に
し
た
モ
ダ
ン
な
校
舎
は
、
前
面
が

管
理
練
、
低
学
年
棟
、
体
育
館
が
あ
り
、
後
側
一二
階
建

に
は
中
高
学
年
棟
に
分
か
れ
て
お
り
延
面
積
五
千
六

百
二
十
三
平
方
以
の
近
代
的
な
設
備
と
規
様
は
桧
山
管

内
一
を
誇
る
立
派
な
校
舎
で
す
。
特
に
低
学
年
児
怠
の

た
め
の
広
々
と
し
た
プ
レ
ー
ル
l
ム
や
特
殊
教
室
、
音

楽
教
室
は
自
慢
の
設
備
で
、
体
育
館
を
は
じ
め
全
館
ス

チ
ー
ム
暖
房
が
完
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

落
成
記
念
協
挺
会
に
は
町
民
、
同

窓
生
な
ど
か
ら
七
百
二
十
万
円
の
寄

付
が
集
ま
り
、
校
舎
周
辺
は
花
だ
ん

彫
像
、
植
樹
園
、
飼
育
小
屋
、
遊
具

施
設
が
整
備
さ
れ

一
段
と
美
し
い
環

境
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
校
庭
作

り
や
グ
ラ
ン
ド
拡
張
整
備
に
協
力
し

た
今
金
建
設
側
今
野
静
雄
、
高
島
千

三
(
鶴
川
)
、
村
瀬
正
守
(
花
石
)

の
各
氏
に
協
賛
会
長
か
ら
感
謝
状
が

憎
ら
れ
ま
し
た
。

落
成
式
に
は
、
町
内
外
の
来
賓
百

五」
E

人
が
出
席
、
教
育
の
発
展
と
モ

デ
ル
校
舎
に
ふ
さ
わ
し
い
教
育
を
実

践
し
よ
う
と
笹
い
合
い
ま
し
た
。
ま

た
、
六
百
七
十
一
名
の
児
童
会
を
代

表
し
て
笠
原
な
お
み
ち
ゃ
ん
(
六
年

生
)
が

『新
校
舎
に
負
け
な
い
よ
う

一
生
懸
命
勉
強
し
て
、
明
る
い
学
校

に
し
ま
す
』
と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

らく
H

い
ず
し
u

に
よ
る

食
中
毒
の
予
防

仰
い
ず
し
々
は
、
北
海
道
な
ど
の
寒

い
地
方
で
作
ら
れ
る
栄
養
価
の
高
い
貯

蔵
食
品
で
す
が
、
危
険
な

H

ポ
ツ
リ
ヌ

ス
凶
食
中
毒
ω

を
起
こ
す
原
因
と
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ボ

γ
リ
ヌ
ス
食
中
毒
の
殆
ん
ど
が
、

自
家
製
の

Hい
ず

L
H
が
原
因
と
な
っ

て
い
ま
す
。
，
い
ず

L
H
を
作
る
た
め

の
絶
対
に
安
全
な
予
防
法
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
作
る
時
に
は
次
の
よ
う
な
こ
と

に
注
意
を
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
新
鮮
な
魚
を
用
い
、
泥
や
砂
売
よ
く

洗
い
落
す
こ
と
ロ

マ
血
抜
き
、
水
さ
ら
し
は
5
℃
以
下
の

療
育
手
帳
(
重
度
陣
容
の
記
献
が
あ
る

も
の
に
限
る
)
の
提
示
が
あ
れ
ば
省
略

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

*
北
海
道
心
身
隊
害
者
扶
養
共
済
へ
加

入
す
る
場
合
加
入
申
込
書
に
添
付
を
要

す
る
診
断
舎
の
省
略
。
そ
の
他
国
税
ま

た
は
地
方
税
の
諸
控
除
お
よ
び
減
免
な

ど
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
。
重
度
心

身
障
害
者
医
療
費
公
費
負
担
制
度
の
受

給
者
証
の
交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
と

き
。
国
鉄
迎
貨
(
道
内
に
限
る
)
の
割

引
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
。
職
場
適

応
訓
練
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
。
な

ど
の
場
合
に
、
療
育
手
帳
を
窓
口
に
提

示
す
れ
ば
、
他
の
証
明
舎
を
省
略
で
き

ま
す
。

〈お
気
軽
に
ご
相
談
を
}

知
恵
遅
れ
の
方
々
に
つ
い
て
の
相
談

は
役
場
福
祉
謀
で
ιお
尋
ね
く
だ
さ
い
。

(6 ) 

院
、
江
差
准
看
護
学
院
(
電
話
ニ
ー
一回
一七
)

へ
台
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

マ
阪
舎
締
切
十
一
月
三
十
日

マ
試
験
の
日
時
十
二
月
六
日

マ

合

格

発

表

十

二
月
十
日

悶
感
謝
し
ま
す
図

社
会
福
祉
施
設
に
と
、
小
池
重
徳
さ

ん
(
日
進
)
か
ら
亡
父
の
香
典
返
し
を

や
め
て
十
万
円
、
中
村
タ
キ
さ
ん
(
秘

川
)
か
ら
病
気
全
快
祝
を
や
め
て
五
万

円
、
光
の
里
学
園
に
昭
和
町
の
八
人
会

か
ら
祭
典
み
こ
し
の
益
金
五
万
円
が
そ

れ
ぞ
れ
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

水
で
行
い
、
水
を
ひ
ん
ぱ
ん
に
取
り

か
え
る
。
水
道
の
と
き
は
流
し
放
し

に
す
る
。
日
数
は

一
i
二
日
間
で
す

ま
せ
る
こ
と
。

マ
一
緒
に
漬
け
込
む
野
菜
、
使
う
容
様
、

重
石
な
ど
も
き
れ
い
に
よ
く
洗
う
こ

。
と

マ
コ
ウ
ン
を
多
め
に
使
っ
て
乳
酸
限
酔

を
早
め
る
。
ま
た
酢
酸
を
少
量
加
え

る
の
も
よ
い
。

マ
寒
い
時
期
に
漬
け
込
み
、
寒
い
一
附
に

財
政
し

キ
ズ
ミ
な
ど
の
出
る
不
潔

な
場
所
は
避
け
る
。

ま
た
、
食
べ
る
と
き
に
は
、
香
り
に

気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
，
い
ず

L
H

は
乳
敵
醗
酔
に
よ
る
良
い
香
り
が
し
ま

す
か
ら
、
少
し
で
も
変
な
臭
い
が
す
る

と
か
、
特
に
パ
タ
の
腐
っ
た
よ
う
な

臭
い
の
あ
る
と
き
は
絶
対
に
食
べ
て
は

い
け
ま
せ
ん
。

も
し
食
べ
て
具
合
が
悪
い
と
感
じ
た

ら
、
す
ぐ
医
師
に
診
て
も
ら
い
、
最
寄

の
保
健
所
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

.職業訓練生を募集

道立江差専修職業訓練校では、

昭和50年度の五線生を次により募

集しています。

b科目、人員建築科40名、プロ

yク建築科30名、左官科40名、

瀬棚分校ー建築科30名

~応募資格義務教育修了程度の

学力のある人で年令の制限はあ

りません。失業保険受給資格者

は必ず住所在管轄する職業安定

所に願書を提出すること。

b願1';'締切新規学校卒業者12月

8目、新卒以外50年2月15日まで

~特典授業料、教材質は不要で

その他各種の特典があります。

長業保険受給者は期間中給付が

延長されます。

bその他詳しい ことは最寄の訓練

校か職業安定所にお問い合わせ

ください。

(7) 



( 8 ) 

-
今
金
幼
稚
園
で
第

一
回
の
運
動
会

阿
川

ι開
閉
さ
れ
と
町
立
幼
相
凶
の

泌
励
会
が
九
川

1
五
日
今
小
体
行
館
で

え
気
い

つ
は
い
の
長
行
川
口
保
ち
ゃ
ん

(五

成

写

真

)
の
選
手
宣
刊
で
附
始
。

紅
刊
の
叩
イ
に
そ
ろ
い
の
制
山
を
占

た
阿
川
ん
b

一」
l

一
名
は
、
い
っ
し
ょ
う

け
ん
め
い
糾
門
し
た
遊
戯
や
、
組
子
競

H
M
に
秋
の

H
を
楽
し
く
過
ご
し
た
。

で
取
引
を

正
し
い
計
量

=広報=

トヒベyクス

暖
房
用
燃
料

ン
ガ
ス
、

プ
ロ
パ

引
山
を

H
分
以
や
愉
定
を
受
け
て
い
な

い
川
以
出

(
ド
リ
存
山
市
、

m
h却
な
ど
)

で
出
る
こ
と
は
、
計
祉
法
で
祭
，
H
さ
れ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
タ
〆
ク
ロ

リ
i
m
タ
ノ
ク

や
ド
ラ
ム
討
な
と
か
ら
ホ
/
フ
在
世
間

し
て
、
小
h
け
れ
μ
引
を
'れ
な
う
叫
ん
H

は

常
ロ
タ
ン
ク
ま
た
は
、
ド
ラ
ム
和
の
山
間

以
を
硝

m-3る
よ
う
じ
し
ま
し
J

フ

燃
料
は
、
帥
人
行
の
l
j
h勺
A
H

い
の
も

と
で
出
叫
す
る
ニ
と
は
、
な
か
な
か
州

靴
で
オ
が
で
き
る
だ
け
川
ば
刷
叫
に

む
も
も
き
、
ぷ
ち
ん
け
う
こ
と
が
た
い
せ

つ
で
ず
。

版
l

正
業
者
は
汗
川
川
訟
で
は
↑け
を
附
記

し
た
伝
川
引
を
肌
人
布
に
泌
す
こ
と
仁
告

っ
て
い
ま
」
9
0

五
隣
人
者
も
、
燃
料
の
パ
即
日
品

目
な
ど
に

つ
い
て
の
縦
附
や
r
小
女
の
あ

る
と
き
は
直
接
版
必
告
と
ぷ
L
A
H
い

を
す
る
態
院
が
た
い
せ
つ
で
す
。

掛
川
悦
や
、
不
明
椛
な
単
位
で
法
文

し
と
刈
ん
い
は
、
M
M
H
不
足
と
い

フ
目
的

が
で
で
も
、
川
州
出
の
僻
決
は
川
聞
に
♀

り
ま
す
。
出川
以
法
で
定
め
ら
れ
た
、
キ

ロ
グ
ラ
ム
、

l
え

リ

y
ト
ル
な
ど
川

口
品
単
位
で
数
此
を
明
確
に
け
文
L
、
J

正

し
い
計
ハ川
取
で
取
り
引
き
を
4
る
よ
う

心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

こ
と
し
も
峻
併
用
燃
料
を
叫
印
刷
す
る

時
則
に
な
り
ま
し
た
。

政
問
問
燃
料
は
、
一
度
に
大
蛇
に
取

り
引
き
す
る
こ
と
が
多
く
、
ま
た
金
日
出

も
大
き
い
の
で
、
販
売
者
は
も
ち
ろ
ん

腕
入
占
も
そ
の
此

H
や
品
目
に
、
ぉ

E

い
に
花
車
L
、

E
2取
り
引
き
を
実
h

し
た
い
も
の
で
す
。
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同

た
。
川
ん
点
を
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し
て
山
似
み
き
お
打

(
ハ

内
e
L弓
I
M
(
)

が
刊
び
の
」
と
ば
を
述
べ
た

竹

山

光

二
日
矧
脱
出
喜
子

r
呂

圃
お
く
や
み
も
う
し
あ
げ
ま
す

村

瀬

チ

ヨ

八

イ

議

八

束

鈴

木

行

術

七

l
九
政

u
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支
町
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1
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御

彬

日
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木
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ん

八
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H
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杉

内

口

到

斗

ι
八
段
附
和
町

(八
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分
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・
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同

加
品

日
川
則
的
雄

(敏
引

片
山
)
附

町

小
川
町
点
樹
J

(
H

山
非
公
'K
)
御
山
静

中
日
山
刊
和

(
日

付

火

山

)
神

f

川
阿
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沢
民

{
出

品

主

)
胤
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川
町
什
史
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民

主

)
何
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H
N
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ド
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鈴

全
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公

民
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H
M
K
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町
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刊
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山
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(
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持
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快

K
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小
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一
悶
た
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じ
よ
う
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梶
山

M
U
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末
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商
品
の
取
り
引
き
は
適
切
な
計
品
川
市

で
正
し
く
河川
る
と
い
フ
こ
と
が
附
則
で

す
。
石川仇
は
「
ハ
カ
リ
」
を
他
い
、
灯

仙
は
「
体
制
計
」

(ま
す
、
制
作
再
式
ガ

ノ
リ
J

H
川以
出
生
ど
)
、
ま
た
は
「
ハ

カ
リ
と
比
車
川

{
市
出
社
)
を
併
問
」

し
て
、
向
日
任
を
も

っ
て
正
確
に
川
以
す

匂
こ
と
が
兵
務
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

石
炭
を
、
箱
や
カ
マ
ス
、
あ
る
い
は

ス
コ

y
プ
な
ど
で
計

包
よ
う
な
版
売
や

印

劃

長

門
出
臨
社

喝


